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「
和わ

げ解
」
か
ら
「
翻
訳
」
へ

　
　

―Beschryvinge van het octant en deszelfs gebruik

の
訳
出
に
見
る

　
　

本
木
良
永
と
志
筑
忠
雄
―

大　

島　

明　

秀

　

は
じ
め
に

　

一
八
世
紀
後
半
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
天
文
航
法
用
の
測
量
器
具

で
あ
る
オ
ク
タ
ン
ト
（
八
分
儀
）
の
使
用
法
を
記
し
た
コ
ル
ネ

リ
ス
・
ド
ウ
エ
ス
（C

ornelis D
ouw

es, 1712-1773

）
の
著
書

『
オ
ク
タ
ン
ト
と
そ
の
用
法
の
説
明
書
』 1

が
日
本
に
輸
入
さ
れ
、

こ
れ
を
底
本
と
し
て
、
阿
蘭
陀
大
通
詞
を
務
め
る
本
木
良
永

（
一
七
三
五
〜
一
七
九
四
）
と
、
阿
蘭
陀
稽
古
通
詞
を
辞
し
て

野
に
あ
っ
た
志
筑
忠
雄
（
一
七
六
〇
〜
一
八
〇
六
）
と
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
写
本
で
訳
出
し
た 2

。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
第
一
に
、
ド
ウ
エ
ス

の
蘭
書
原
文
と
良
永
訳
お
よ
び
志
筑
訳
を
比
較
し
、
両
者
の
翻

訳
の
精
度
や
方
針
を
洗
い
出
す
。
第
二
に
、
近
世
初
中
期
に
お

け
る
翻
訳
行
為
の
本
質
を
解
き
明
か
し
つ
つ
、
良
永
と
志
筑
の

訳
出
姿
勢
の
差
異
を
手
掛
か
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
位
置

づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
。

一 

、『
オ
ク
タ
ン
ト
と
そ
の
用
法
の
説
明
書
』
と
本
木
良
永
お

よ
び
志
筑
忠
雄
の
訳
出
写
本

　
（
一
）
ド
ウ
エ
ス
『
オ
ク
タ
ン
ト
と
そ
の
用
法
の
説
明
書
』

　

ド
ウ
エ
ス
は
と
り
わ
け
航
海
術
の
研
究
と
教
育
で
功
を
成

し
た
人
物
で
、
一
七
四
八
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
一
般
船

員
学
校
（A

lgem
een Zeem

anscollegie

）
の
教
師
と
な
り
、

後
に
州
立
海
軍
士
官
学
校
（Edel M

oogende C
ollegie ter 

A
dm

iraliteit

）
の
数
学
教
員
や
、
海
軍
士
官
と
航
海
士
の
国
家
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試
験
官
も
つ
と
め
た
。
オ
ラ
ン
ダ
科
学
協
会
の
会
員
で
も
あ
っ

た
ド
ウ
エ
ス
の
学
者
と
し
て
の
最
大
の
仕
事
は
、
正
午
の
太
陽

の
高
度
に
よ
ら
ず
地
理
的
緯
度
を
計
測
す
る
方
法
を
考
案
し

た
こ
と
で
あ
ろ
う 3

。
ま
た
、
そ
の
セ
キ
ス
タ
ン
ト
（
六
分
儀
）

を
用
い
た
天
測
と
航
海
表
に
よ
る
推
測
航
法
の
教
科
書
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
広
く
知
ら
れ
、
そ
の
航
海
法
は
一
九
世
紀
ま
で
使

用
さ
れ
た 4

。

　

か
か
る
ド
ウ
エ
ス
が
著
し
た
『
オ
ク
タ
ン
ト
と
そ
の
用
法
の

説
明
書
』
は
、
器
具
の
調
整
法
や
天
体
の
測
定
法
を
二
六
の
節

に
ま
と
め
た
、
い
わ
ば
オ
ク
タ
ン
ト
の
取
り
扱
い
説
明
書
で
、

そ
の
原
理
や
測
定
目
盛
り
に
つ
い
て
の
記
載
も
な
い
簡
素
な
小

冊
で
あ
っ
た 5

。

　

初
版
は
一
七
四
九
年
刊
。
そ
の
他
一
七
六
六
年
版
と

一
七
八
九
年
版
も
確
認
さ
れ
る
。良
永
は
訳
出
書
の
末
尾
に「
本

書
／
和
蘭
暦
数
一
七
四
九
年
／
コ
ル
ネ
ー
ル
ス
ド
ウ
エ
ス
著
」

と
記
し
、
底
本
が
初
版
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
図
二
を
用
い
て
オ
ク
タ
ン
ト
の
原
理
と
使
用
法
を
簡

単
に
説
明
し
て
お
く
と
、
観
測
者
は
Ｅ
か
ら
覗
き
、
示
標
桿
Ｉ

Ｂ
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
（
示
標
桿
に
連
動
し
て
鏡
Ｈ
、
鏡
Ｉ
は
ス

ラ
イ
ド
す
る
）、
鏡
Ｈ
の
と
こ
ろ
で
水
平
線
と
天
体
Ｃ
と
が
一

致
す
る
よ
う
に
動
か
す
。「
鏡
を
あ
る
角
度
回
転
さ
せ
る
と
、

図
一　

一
七
九
〇
〜
一
八
一
〇
年
頃
の
ロ
ン
ド
ン
・S

pencer, B
row
n-

ing
 &
 R
ust 

社
製
の
オ
ク
タ
ン
ト
（K

ept by R
oya
l O
nta
rio M

useum
. 

C
rea
tive C

om
m
ons -C

C
0 1.0 U

niversa
l

）。
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そ
の
反
射
光
は
二
倍
の
角
度
回
転
す
る
」
と
い
う
初
等
光
学
の

定
理
か
ら 2α

＝β

が
成
立
す
る
た
め
、
円
弧
Ａ
Ｂ
上
に
二
倍

の
目
盛
り
を
刻
ん
で
お
い
て
、
そ
う
し
て
天
体
高
度
を
読
み
取

る
よ
う
に
し
た
測
量
器
具
で
あ
る 6

。

　

さ
て
、
オ
ク
タ
ン
ト
の
伝
来
時
期
の
確
定
に
あ
た
っ
て
は
、

三
浦
梅
園（
一
七
二
三
〜
一
七
八
九
）に
よ
る
長
崎
見
聞
記「
帰

山
録
」（
一
七
七
八
）
の
記
述
が
手
掛
か
り
と
な
る
。

　
　

 

吉
雄
﹇
＝
耕
牛
﹈
亭
奇
貨
多
し
。
只
此
時
長
崎
熱
閙
、
其

奇
貨
を
遍
く
見
、
其
説
を
詳
に
尽
す
事
能
は
ず
。
今
に
是

を
憾
む
。
亭
上
阿
蘭
陀
琴
、
望
遠
鏡
、
顕
微
鏡
、
天
球
、

地
球
、ヲ
ク
タ
ン
ト
、タ
ル
モ
メ
ー
ト
ル
、其
外
奇
物
種
々

を
見
る 7

　

右
の
よ
う
に
梅
園
が
阿
蘭
陀
通
詞
吉
雄
耕
牛
（
一
七
二
四
〜

一
八
〇
〇
）
の
自
宅
で
オ
ク
タ
ン
ト
を
見
た
こ
と
を
証
言
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
一
七
七
八
年
ま
で
に
測
量
器
具

オ
ク
タ
ン
ト
は
日
本
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
後
一
七
八
〇
年

代
以
降
に
そ
の
説
明
書
で
あ
る
ド
ウ
エ
ス
蘭
書
が
訳
出
さ
れ

た
。
つ
ま
り
、
本
木
良
永
や
志
筑
忠
雄
は
決
し
て
未
知
の
器
具

に
つ
い
て
訳
を
試
み
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

図
二　

オ
ク
タ
ン
ト
の
原
理
図
（
中
村
士
「
天
文
方
の
光
学
研
究
」〔『
天

文
月
報
』
第
九
八
巻
第
五
号
、二
〇
〇
五
年
〕、三
一
九
頁
の
図
を
転
載
）。
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（
二
）
本
木
良
永
訳
「
象
限
儀
用
法
」

　

良
永
の
訳
出
写
本
を
七
点
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
内
題
は
認
め

ら
れ
ず
、
そ
の
外
題
は
、
①
「
象
限
儀
用
法
」（
津
市
立
図
書

館
稲
垣
文
庫
本
、
大
阪
公
立
大
学
中
百
舌
鳥
図
書
館
Ａ
本 8

）、

②
「
オ
ク
タ
ン
ト
用
法
記
（
和
孤
丹
多
用
法
）」（
日
本
学
士
院

Ｃ
本 9

、
日
本
学
士
院
Ｄ
本 10

）、
③
「
八
分
円
儀
（
八
分
円
儀
用

法
）」（
山
形
大
学
附
属
図
書
館
佐
久
間
文
庫
本
、
日
本
学
士
院

Ａ
本 11

）
の
三
種
が
認
め
ら
れ
た
。
な
お
、
日
本
学
士
院
Ｂ
本 12

の
外
題
は
、
合
綴
さ
れ
た
「
六
分
円
器
量
地
手
引
草
」
が
示
さ

れ
て
い
た
。

　

い
ず
れ
も
本
文
冒
頭
に
「
ヲ
ク
タ
ン
ト
用
法
」
と
あ
る
が
、

良
永
が
付
し
た
題
で
は
な
く
、
こ
の
部
分
は
ド
ウ
エ
ス
原
文
の

訳
で
あ
っ
た
。
尾
題
は
、
佐
久
間
本
お
よ
び
日
本
学
士
院
Ｄ
本

に
は
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
本
学
士
院
Ａ
本
は
「
和
孤
丹
多
用

法
」、
残
り
は
全
て
「
象
限
儀
用
法
」
で
あ
っ
た
。

　

良
永
の
付
し
た
標
題
の
確
定
に
あ
た
っ
て
、鍵
を
握
る
の
は
、

稲
垣
本
と
大
阪
公
大
Ａ
本
に
の
み
確
認
で
き
る
松
村
元
綱
序
の

存
在
で
あ
る
。「
和
蘭
地
図
略
説
」、「
天
地
二
球
用
法
」
を
は

じ
め
と
し
て
良
永
は
元
綱
の
助
を
得
て
幾
度
も
訳
稿
を
編
ん
で

い
る
が
、
ド
ウ
エ
ス
蘭
書
の
訳
出
に
あ
た
っ
て
も
そ
の
助
け
を

借
り
て
い
る
。
よ
っ
て
、
良
永
訳
出
の
原
本
は
元
綱
序
を
備
え

て
い
る
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
序
を
見
て
み
よ
う
。
以
下
、稲
垣
本
を
底
本
と
し
、

大
阪
公
大
Ａ
本
に
お
け
る
異
同
を
角
括
弧
で
補
い
、
筆
者
に
よ

る
補
足
を
山
括
弧
で
付
し
た
。
な
お
、
平
出
は
反
映
し
た
が
、

人
名
以
外
の
表
記
は
現
在
通
用
す
る
字
体
に
改
め
、
句
読
点
を

付
し
た 13

。
ま
た
、
読
み
下
し
文
を
後
続
さ
せ
た
が
、
適
宜
ル

ビ
を
付
す
と
と
も
に
、
異
同
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
意
味
が

通
る
方
を
選
択
し
た
。

　
　

象
限
儀
用
法
序

　
　

 

西
庠〈
洋
〉之
学
有
七
芸
。
而
度
数
居
其
一
焉
。
度
者
何
。
曰
日

星
之
高
度
是
也
。
蓋
星
学
之
徒﹇

従
﹈、
安
渾
儀
置
天
球
以
鑑
。

日
月
諸
曜
之
運
動
、
初
以
得
極
星
出
地
之
度
。
為
本
故
不

講
究
測
法
、
則
雖
有
候
天
之
諸
儀
無
所
施
其
術
也
。
西
士

之
製
象
限
、
蓋
有
視
乎
此
歟
。
其
為
器
也
、
長
不
盈
尺
而

坐
致
日
星
之
度
如
諸
掌
。
其
智
之
巧
妙
可
勝
而
嘆
哉
。
西

儒
骨
爾
業
斯
者
著
此
器
之
用
法
一
巻
。
其
説
詳
且
悉
焉
。

雖
然
其
言
侏
離
其
義
艱
深
。雖
吾
㑪
業
訳﹇

沢
﹈者
不
易
得
其
解
。

茲
歳
癸
卯
夏
偕
蘭
皐
本
氏
翻
訳﹇
沢
﹈、
其
書
記
以
国
字
、
其
為

使﹇
便
﹈観
覧
也
恭
惟
吾

　
　

 
東
方
世
設
暦
局
、
重
授
時
之
政
。
済
々
乎
不
乏
其
人
。
吾
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㑪
﹇
済
﹈為
此
挙
世﹇
也
﹈実
近
僣
焉
。
雖
然
若
有
同
志
之
士
、
階
梯
之

以
臻
其
原
、
則
豈
可
不
曰
裨
益
斯
道
哉
。
訳﹇

沢
﹈語
問﹇
間
﹈有
重
複

其
恐
背
馳
本
書
之
義
。
不
必
刪
削
観
者
﹇
呉
﹈
恕
諸
。

　
　

天
明
癸
卯
夏
日
躔
巨
蟹
之
次

　
　
　
　
　
　
　
　

先
鎮
晩
学
松
邨
元
綱

君
紀
撰

　
　

 （
西
洋
の
学
に
七
芸
有
り
。
而
し
て
度
数
、
其
一
に
居
す
。

度
は
何
ぞ
。
曰
く
、
日
星
の
高
度
是
な
り
と
。
蓋
し
星
学

の
徒
、
安
ん
ぞ
渾
儀
を
置
い
て
天
球
を
以
て
鑑
と
す
。
日

月
諸
曜
の
運
動
は
初
め
て
極
星
出
地
の
度
を
得
る
を
以
て

す
。
本
故
講
究
せ
ざ
る
測
法
を
為
せ
ば
、
則
ち
候
天
の
諸

儀
有
る
と
雖
も
其
術
を
施
す
所
無
か
る
な
り
。
西
士
の
製

す
る
と
こ
ろ
の
象
限
、
蓋
し
有
り
て
視
る
や
此
か
。
其
器

た
る
や
、
長
尺
に
盈
た
ざ
る
も
坐
致
・
日
星
の
度
を
諸
の

如
く
掌
る
。
其
智
の
巧
妙
は
嘆
く
に
勝
ふ
べ
き
か
な
。
西

儒
の
骨コ

ル
ネ
リ
ウ
ス

爾
業
斯
、
此
器
の
用
法
一
巻
を
著
す
。
其
説
詳
し

く
し
て
且
に
悉
さ
ん
と
す
。
然
り
と
雖
も
其
言
は
侏
離
に

し
て
其
義
は
艱
深
。
吾
㑪
の
業
と
雖
も
訳
者
は
其
解
を
得

る
に
易
か
ら
ず
。
茲
歳
癸
卯
夏
、
偕
蘭ら

ん

皐こ
う

本
氏
の
翻
訳
す

る
と
こ
ろ
、
其
国
字
を
以
て
書
記
し
、
其
観
覧
に
便
せ
ん
。

恭
み
て
惟
ふ
に
、
吾
東
方
の
世
に
暦
局
を
設
け
、
授
時
の

政
を
重
ん
ず
る
。
済
々
乎
と
し
て
其
人
乏
し
か
ら
ず
。
吾

㑪
此
挙
を
為
す
や
、
実
に
僣
る
に
近
し
。
然
り
と
雖
も
若

し
同
志
の
士
有
ら
ば
、
階
梯
の
其
原
に
臻い

た

る
を
以
て
す
れ

ば
、
則
ち
豈
に
斯
道
を
裨
益
す
と
曰
わ
ざ
る
べ
け
ん
や
。

訳
語
間
に
重
複
有
り
て
其
本
書
の
義
に
背
馳
す
る
を
恐

る
。
必
ず
し
も
刪
削
せ
ざ
れ
ば
観
者
こ
れ
を
恕
せ
。

　
　

 

天
明
癸
卯
夏
日
躔
巨
蟹
の
次　
　
　
　
　
　
　
　

崎
鎮
晩

学
松
邨
元
綱

君
紀
撰
す
）

　
「
象
限
儀
用
法
序
」
と
命
名
さ
れ
た
元
綱
序
に
は
、「
天
明
癸

卯
夏
日
躔
巨
蟹
の
次
」
と
あ
る
よ
う
に
、
太
陽
太
陰
暦
で
天
明

三
年
（
一
七
八
三
）
五
月
下
旬
か
ら
六
月
下
旬
の
間
に
成
さ
れ

た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
が
「
日
本
天
明
三
年
癸
卯

夏
五
月
」
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
本
文
訳
の
成
立
と
同

時
期
か
、
成
立
後
に
序
を
付
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

序
に
は
訳
稿
の
成
立
過
程
、
す
な
わ
ち
本
木
良
永
が
オ
ラ
ン

ダ
語
の
訳
出
に
当
た
り
、
松
村
元
綱
が
文
章
を
整
え
た
こ
と
が

語
ら
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
訳
出
の
経
緯
に
関
す
る
記
述
は

認
め
ら
れ
な
い
が
、
良
永
の
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
を
考
慮
す
る

と
、
そ
の
背
景
に
幕
府
や
藩
主
、
な
い
し
は
有
力
な
役
人
や
商

人
の
要
請
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　

留
意
す
べ
き
は
、
序
題
の
み
な
ら
ず
序
の
文
章
中
に
も
「
象
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限
」
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
他
オ
ク
タ
ン
ト

を
描
い
た
諸
図
に
「
象
限
儀　

番〈
蕃
〉
名
ヲ
ク
タ
ン
ト 14

」
と
の
見

出
し
が
あ
り
、
本
文
冒
頭
の
題
に
も
「
ヲ
ク
タ
ン
ト
用
法　

漢

名　

象
限
儀
」
と
記
さ
れ
、
オ
ク
タ
ン
ト
の
訳
語
と
し
て
確
実

に
「
象
限
」
が
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

天
文
観
測
機
器
の
一
つ
で
あ
る
「
象
限
儀
」（
四
分
儀 

Q
uadrant

）
は
明
末
の
中
国
に
西
洋
か
ら
伝
わ
っ
て
お
り
、
ま

た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
航
海
器
具
を
参
考
に
近
世
初
期
の
日
本

で
も
製
作
し
て
い
た
と
い
う
。お
そ
ら
く
訳
稿
推
敲
の
過
程
で
、

元
綱
は
既
に
存
在
す
る
機
器
名
を
踏
ま
え
、
オ
ク
タ
ン
ト
の
訳

語
に
当
該
用
語
を
採
用
し
、
良
永
が
同
意
し
た
も
の
と
見
ら
れ

る
。
し
か
し
問
題
な
の
は
、「
オ
ク
タ
ン
ト
」
が
八
分
の
一
を

表
す
語
で
あ
る
の
に
対
し
、「
象
限
」
は
四
分
の
一
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
明
ら
か
に
誤
っ
た
訳
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
か
か
る
訳
出
の
背
景
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と

と
し
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は
良
永
が
付
し
た
標
題
が
「
象
限
儀

用
法
」
で
間
違
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

　
（
三
）
志
筑
忠
雄
訳
「
オ
ク
タ
ン
ト
之
記
」

　

志
筑
忠
雄
の
訳
出
写
本
を
八
点
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
内
題
は

確
認
で
き
ず
、
そ
の
外
題
は
、
①
「
オ
ク
タ
ン
ト
之
記
」（
東

北
大
学
附
属
図
書
館
林
文
庫
本
）、
②
「
オ
ク
タ
ン
ト
之
記
一
名
八

円
義
用
法

」（
福
岡
市
博
物
館
本
）、
③
「
オ
ク
タ
ン
ト
」（
大
阪
歴

史
博
物
館
羽
間
文
庫
Ａ
本 15

）、④
「
八
円
義
及
其
用
法
之
記
」（
大

阪
歴
史
博
物
館
羽
間
文
庫
Ｂ
本 16

、日
本
学
士
院
Ａ
本 17﹇
扉
に
「
八

円
儀
測
量
術
」﹈）、
⑤
「
八
円
儀
記
」（
東
北
大
学
附
属
図
書
館

狩
野
文
庫
本﹇
見
返
し
剥
が
れ
部
分
に「
オ
ク
タ
ン
ト
之
記
」﹈）、

⑥
「
八
円
儀
用
法

」（
日
本
学
士
院
Ｂ
本 18

﹇
扉
に
「
オ
ク
タ
ン
ト

記
和
解

」）
の
六
種
が
認
め
ら
れ
た
。
な
お
、
日
本
学
士
院
Ｃ
本 19

は
標
題
を
備
え
て
い
な
い
一
本
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
良
永
訳
書
と
は
異
な
り
、
志
筑
忠
雄
の
そ
れ
は
ド
ウ

エ
ス
の
標
題
紙
を
扉
と
し
て
訳
し
た
部
分
を
備
え
て
お
り
、
志

筑
は
そ
こ
で
ド
ウ
エ
ス
の
原
標
題
を「
八
円
義
及
其
用
法
之
記
」

と
訳
し
、
さ
ら
に
本
文
の
始
ま
り
部
分
に
、「
其
」
を
省
略
し

た
「
八
円
義
及
用
法
之
記
」
と
い
う
題
を
記
し
て
い
る
が
、
良

永
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
の
部
分
は
志
筑
が
命
名
し
た
も
の
で

は
な
く
、
ド
ウ
エ
ス
原
文
の
訳
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
該
部
分
に
は
志
筑
が
底
本
と
し
た
版
の
書

肆
名
も
記
さ
れ
て
お
り
、「
キ
ウ
レ
ン
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
及
ビ
ソ
ー

ネ
ン
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
七
五
七
年
か
ら

一
七
七
九
年
ま
で
表
示
が
認
め
ら
れ
る Johannes van K

eulen 
en Zoonen 

を
指
す 20

。
現
在
確
認
で
き
る
ド
ウ
エ
ス
蘭
書
の
三
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つ
の
版
の
う
ち
、
当
該
期
間
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
一
七
六
六
年

版
で
あ
る
が
、
そ
の
出
版
者
名
は Johannes van K

eulen 

で
あ

り
、
志
筑
の
示
し
た
名
と
一
致
し
な
い
。
よ
っ
て
、
志
筑
が
底

本
と
し
た
版
は
現
時
点
で
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

と
も
あ
れ
、
外
題
こ
そ
が
志
筑
の
付
し
た
標
題
と
目
さ
れ
る

も
の
の
、前
述
の
よ
う
に
題
名
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
た
だ
し
、

①
〜
⑥
を
大
別
す
る
と
、「
オ
ク
タ
ン
ト
之
記
」
と
「
八
円
義

及
其
用
法
之
記
」
の
二
種
に
落
ち
着
く
。
そ
し
て
こ
の
う
ち
後

者
が
、
志
筑
訳
書
冒
頭
で
ド
ウ
エ
ス
著
書
の
標
題
を
訳
し
た
も

の
と
文
言
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
理
由
で
外
題
を

失
っ
た
写
本
に
、書
写
者
か
入
手
者
が
本
文
中
か
ら
題
を
取
り
、

後
か
ら
外
題
を
付
し
な
お
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
志
筑
が
付
し
た
標
題
は
前
者
「
オ
ク
タ
ン
ト
之
記
」
と
考

え
て
よ
い
。

　

さ
て
、
写
本
①
〜
⑥
は
志
筑
序
を
備
え
て
お
り
、
そ
の
年
紀
・

署
名
は
「
寛
政
十
年
午
仲
夏
﹇
＝
一
七
九
八
年
五
月
﹈　

志
筑

忠
雄
書 21

」
で
あ
る
。
当
該
時
期
は
志
筑
の
生
涯
に
お
い
て
最

重
要
の
研
究
対
象
で
あ
っ
た
「
暦
象
新
書
」
の
中
編
の
訳
述
に

取
り
組
ん
で
い
る
期
間
と
重
な
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
本
木

良
永
「
象
限
儀
用
法
」
か
ら
ほ
ぼ
一
五
年
を
経
て
成
さ
れ
た
志

筑
忠
雄
「
オ
ク
タ
ン
ト
之
記
」
は
、「
暦
象
新
書
」
訳
出
と
並

行
し
て
片
手
間
に
行
っ
た
仕
事
で
あ
っ
た
。

　

か
か
る
写
本
群
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
、
志
筑
忠
雄
跋
文
を

備
え
た
三
本
で
あ
る
。
東
北
大
林
文
庫
本
、
福
岡
市
博
本
、
そ

し
て
大
阪
歴
博
Ｂ
本
で
あ
る
。前
二
者
は
志
筑
跋
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
門
人
安
部
龍
平
（
一
七
八
四
〜
一
八
五
〇
）
の
跋
文
を
有

し
て
お
り
、
さ
ら
に
福
岡
市
博
本
に
は
裏
表
紙
に
「
安
部
記
」

と
い
う
識
語
が
認
め
ら
れ
、
安
部
龍
平
の
自
筆
に
遡
る
一
本
で

あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る 22

。

　

以
上
の
三
本
の
う
ち
、
東
北
大
林
文
庫
本
は
明
ら
か
な
誤
記

が
少
な
く
な
い
た
め
、
以
下
、
福
岡
市
博
本
を
底
本
と
し
、
羽

間
Ｂ
本
で
校
訂
し
た
志
筑
忠
雄
の
序
と
跋
を
掲
げ
る
。
な
お
、

校
訂
は
「
象
限
儀
用
法
」
序
の
方
針
と
同
様
に
行
う 23

。

　
　
﹇
序
﹈

　
　

 

オ
ク
タ
ン
ト
は
測
象
の
噐
の
名
な
り
。
い
ま
た
漢
人
こ
れ

を
如
何
か
名
つ
く
る
と
云
ふ
こ
と
を
し
ら
す
。
い
さ
八
円

儀
と
訳
す
る
こ
と
は
、
其
語
全
円
の
八
分
一
な
る
測
噐
と

い
ふ
意
な
る
を
も
て
、
聊
其
義
を
と
る
の
み
。

　
　

寛
政
十
年
午
仲
夏　
　
　

志
筑
忠
雄
書
。

　
　
﹇
跋
﹈

（7）
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予
い
ま
た
是
書
に
い
へ
る
オ
ク
タ
ン
ト
を
見
さ
れ
は
、
右

の
こ
と
く
本
文
の
意
を
解
せ
り
と
い
へ
と
も
実
は
臆
度
推

量
の
言
と
い
ふ
へ
し
。
然
れ
と
も
今
鏡
二
つ
た
に
あ
ら
は

如
何
な
る
鏡
に
も
せ
よ
、
こ
れ
を
も﹇

取

つり
﹈
て
試
ん
﹇
む
に

にて
﹈
も
オ

ク
タ
ン
ト
反
照
変
化
の
理

﹇
理
は
﹈、
目
前
に
明
白
な
る
へ
し
。
况

や
予
か
見
し
オ
ク
タ
ン
ト
を
此﹇

是
﹈書
に
比
ふ
る
に
、
丙
鏡
の

形
も
異
に
し
て
幅
を
調
ふ
る
の
螺
旋
も
な
き
な
と
の
故
障

は
あ
り
し
か
と
、
こ
れ
を
も
て
遠
き
を
見
、
近
き
を
見
、

或
は
甲
鏡
を
起
し
て
幅
の
違
を
試
み
な
と
様
々
に
し
て
見

し
を
や
。
此
を﹇

お
﹈推
し
て
彼
に
達
す
る
の
理
あ
れ
は
、
何
そ

必
し
も
知
へ
か
ら
す
と
の
み
は
い
ひ
て
ん﹇

む
﹈。

　

跋
文
で
志
筑
は
、
ド
ウ
エ
ス
蘭
書
に
描
か
れ
た
も
の
と
は
別

種
の
オ
ク
タ
ン
ト
を
見
て
い
た
こ
と
や
、
器
機
の
実
物
を
見
ず

に
取
り
組
ん
だ
自
身
の
訳
が
推
測
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
は
、
末
尾
の
「
此
を

推
し
て
彼
に
達
す
る
の
理
あ
れ
は
、
何
そ
必
し
も
知
へ
か
ら
す

と
の
み
は
い
ひ
て
ん
」
で
、
こ
こ
で
言
う
「
彼
」
は
遠
称
の
指

示
代
名
詞
で
、西
洋
あ
る
い
は
西
洋
人
を
指
す
も
の
と
見
ら
れ
、

志
筑
の
訳
出
動
機
が
西
洋
科
学
の
摂
取
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え

る
。

　

た
だ
し
不
審
な
の
は
、
良
永
の
訳
出
に
言
及
が
な
い
こ
と
で

あ
る
。
志
筑
忠
雄
は
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
阿
蘭
陀
稽
古
通
詞

に
就
い
て
お
り
、
そ
の
上
、
通
詞
辞
職
後
に
戻
っ
た
実
家
の
商

家
中
野
家
は
本
木
家
と
同
じ
外
浦
町
に
所
在
し
た
。
さ
ら
に
オ

ラ
ン
ダ
語
翻
訳
界
隈
が
狭
い
世
界
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

志
筑
が
良
永
の
仕
事
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
想
定
し
が
た
い
。

こ
の
疑
問
を
含
み
つ
つ
、ド
ウ
エ
ス
の
原
典
と
突
き
合
わ
せ
て
、

良
永
と
志
筑
の
訳
出
を
比
較
検
討
し
て
い
こ
う
。

　

二
、
本
木
良
永
と
志
筑
忠
雄
の
訳
文

　
（
一
）
訳
語
の
相
違

　

O
ctant 

に
対
す
る
良
永
訳 24

は
「
象
限
」
も
し
く
は
「
オ
ク

タ
ン
ト
」
で
あ
る
が
、志
筑
は
「
オ
ク
タ
ン
ト
」
な
い
し
は
「
八

円
儀
」
と
訳
し
て
い
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
、O

ctant 

は
八
分

の
一
を
指
す
こ
と
か
ら
、
四
分
の
一
を
意
味
す
る
「
象
限
」
は

訳
語
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
。

　

ま
た
、
オ
ク
タ
ン
ト
を
図
示
し
た
個
所
で
は
、
そ
の
指
標
に

対
し
、
良
永
は
「
空
度
」、「
四
十
度
」、「
九
十
度
」
を
記
す
の

に
対
し
、志
筑
は
「
無
度
」、「
四
十
五
度
」、「
九
十
度
」
を
示
す
。

ま
た
、オ
ク
タ
ン
ト
に
備
え
ら
れ
た
諸
鏡
を
「
甲
」、「
乙
」、「
丙
」

と
い
っ
た
十
干
で
示
す
の
は
両
者
同
じ
で
あ
る
が
、
人
間
の
着
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〜
一
七
八
〇
）「
分
度
余
術
」（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
林
文
庫

蔵
）
に
用
例
が
あ
り 25

、
先
例
に
倣
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
の
一
方
で
、
後
者
を
「
星
尺
」
と
訳
し
て
い
る
の
は
不
審

で
あ
る
。O

ctant 

を
正
し
く
認
識
し
な
が
ら Q

uadrant 

を
理

解
で
き
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
か
か
る
訳
語

に
至
っ
た
経
緯
を
検
討
す
る
と
、O

ctant 

は
航
海
用
の
測
量
器

具
で
あ
る
の
に
対
し
、Q

uadrant 

は
天
体
の
高
度
を
観
測
す
る

た
め
の
天
文
観
測
機
器
で
あ
り
、
そ
の
用
途
は
全
く
異
な
る
。

し
か
し
、
器
具
名
を
直
訳
す
る
だ
け
で
は
、
読
者
は
両
者
を
弧

の
角
度
が
異
な
る
だ
け
の
も
の
と
誤
解
し
か
ね
な
い
。よ
っ
て
、

そ
の
用
途
を
明
確
に
示
す
た
め
に
、
あ
え
て
「
四
分
の
一
」
で

あ
る
こ
と
を
表
さ
ず
、「
星
尺
」と
訳
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

か
よ
う
に
志
筑
も
い
く
つ
か
の
訳
語
に
は
苦
労
し
た
よ
う
で

あ
る
が
、
重
要
な
の
は
、
原
文
を
省
略
し
た
り
改
変
し
た
り
せ

ず
に
、
あ
く
ま
で
原
文
の
尺
や
意
味
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
忠

実
に
日
本
語
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
臨
ん
だ
そ
の
姿
勢
で
あ

る
。

　
（
二
）
訳
文
の
精
度

　

ド
ウ
エ
ス
蘭
書
の
第
一
節
を
例
に
、
良
永
と
志
筑
の
訳
を
比

較
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
ド
ウ
エ
ス
の
蘭
文
に
は
拙
訳
を
後
続

眼
箇
所
に
つ
い
て
も
良
永
が
「
丁
」、「
戊
」
と
十
干
で
表
現
す

る
の
に
対
し
、
志
筑
は
「
子
」、「
丑
」
と
十
二
支
を
用
い
、
読

者
が
混
乱
し
な
い
よ
う
に
分
け
て
表
し
て
い
る
。

　

オ
ク
タ
ン
ト
の
示
標
桿
を
指
す W

yser 

あ
る
い
は Index 

に

対
し
て
良
永
は
「
游
表
」
と
し
て
い
る
が
、「
游
表
」
は
蘭
尺

定
木
と
い
う
高
精
度
の
木
製
定
規
の
上
に
備
え
付
け
た
、
寸
法

を
測
る
た
め
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
使
用
す
る
副
尺
の
名
で
あ

る
。
確
か
に
オ
ク
タ
ン
ト
の
示
標
桿
も
数
値
を
出
す
た
め
に
動

か
し
て
使
用
す
る
と
い
う
意
味
で
は
「
游
表
」
と
一
致
す
る
点

も
あ
る
が
、
し
か
し
外
観
、
使
用
法
な
ら
び
に
働
き
が
全
く
異

な
る
も
の
で
あ
り
、読
者
の
誤
解
を
招
く
訳
語
で
あ
る
。
一
方
、

志
筑
は
「
運
楗
」
と
造
語
し
て
い
る
。
移
動
さ
せ
る
こ
と
を
意

味
す
る
「
運
」
と
、
水
を
堰
き
止
め
る
木
の
柱
を
指
す
「
楗
」

を
も
っ
て
訳
出
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
「
楗
」
に
つ
い
て
は
、

オ
ク
タ
ン
ト
が
航
海
用
器
具
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
水
」
に
関

係
し
つ
つ
「
柱
」
を
意
味
す
る
語
と
し
て
採
用
し
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

そ
の
他
、
良
永
が
訳
せ
な
か
っ
た G

raadboog en K
ruissen

（
ク
ロ
ス
ス
タ
ッ
フ
）、Q

uadrant

（
象
限
儀
、
四
分
儀
）
に
つ

い
て
も
志
筑
は
訳
出
に
挑
ん
で
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
「
弩

儀
」
と
い
う
訳
語
を
当
て
て
い
る
が
、
松
宮
観
山
（
一
六
八
六
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さ
せ
た
。

　
　
﹇
ド
ウ
エ
ス
蘭
書
・
第
一
節
﹈

　
　

 H
ET O

ctant w
aar van w

y zullen spreken, is het geen 
m

eest in gebruik is, m
et drie Spiegels. W

aer van het 
M

aakzel, G
rootheid, en H

ouding in Fig. I. vertoond 
w

ord. A
ndere zoorten van O

ctanten, by andere 
uitgevonden, als m

inder in gebruik zynde zullen w
y 

niet aanhaalen.

（
こ
れ
か
ら
話
す
オ
ク
タ
ン
ト
は
、
最
も

一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
３
つ
の
ミ
ラ
ー
を

備
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
図
１
に
は
構
造
、
大
き
さ
、

お
よ
び
外
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。
他
の
人
が
発
明
し
た
他

の
種
類
の
オ
ク
タ
ン
ト
は
使
用
が
少
な
い
も
の
と
し
て
引

用
し
な
い
。）

　
　
﹇
良
永
訳
﹈

　
　

 

爰
ニ
説
ク
所
ハ
、
三
鏡
ア
ル
オ
ク
タ
ン
ト
の
用
法
并
ニ
其

大
小
ニ
従
フ
製
造
ノ
方
ナ
リ
。其
図
初
メ
ニ
著
ス
カ
如
シ
。

此
器
ニ
別
種
ア
リ
。
是
他
人
ノ
製
ス
ル
所
ニ
シ
テ
、
其
蓋

少
シ
故

﹇
故
ニ
﹈コ
ヽ
ニ
載
セ
ス
。 26

　
　
﹇
志
筑
訳
﹈

　
　

 

今
我
言
ン
ト
コ
ロ
ノ
八
円
儀
ハ
、
多
ク
世
間
ニ
用
ラ
ル
ヽ

者
ニ
シ
テ
、
三
ノ
鏡
ヲ
帯
タ
リ
。
其
状
、
其
大
サ
及
ヒ
其

附
属
ノ
諸
件
並
ニ
図
ノ
一
ニ
見
タ
リ
。
他
人
ノ
発
明
セ
ル

他
種
ノ
八
円
儀
ハ
世
ニ
用
ル
モ
ノ
少
ケ
レ
ハ
此
ニ
説
ス
。

　

一
瞥
し
て
志
筑
訳
の
正
確
さ
が
見
て
取
れ
る
が
、
良
永
訳
を

詳
細
に
見
て
み
る
と
、
ま
ず
第
一
文
で
は m

eest

（
最
も
）
の

訳
が
脱
落
し
て
お
り
、
さ
ら
に in gebruik is

（
使
用
さ
れ
て

い
る
）
を
「
用
法
」
と
誤
解
し
つ
つ
、
さ
ら
に
は
「
并
ニ
其
大

小
ニ
従
フ
製
造
ノ
方
」
と
い
う
文
を
付
し
て
拡
大
解
釈
し
て
い

る
。
続
く
第
二
文
に
至
っ
て
は
、「
図
１
に
﹇

…

﹈
示
さ
れ
て

い
る
」
と
い
う
内
容
を
、「
其
図
初
メ
ニ
著
ス
カ
如
シ
」
と
少

し
く
文
章
を
変
更
す
る
ほ
か
、
比
較
級
を
用
い
た m

inder in 
gebruik

（
使
用
が
少
な
い
）
に
は
、
第
一
文
で in gebruik 

を

訳
出
し
て
お
き
な
が
ら
、「
其
蓋
少
シ
」
と
、
使
用
で
は
な
く
、

そ
の
物
自
体
が
少
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
な
曖
昧
な
日
本

語
を
当
て
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
次
に
、
第
九
節
の
第
一
項
と
第
二
項
を
見
て
み
よ

う
。
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﹇
ド
ウ
エ
ス
蘭
書
・
第
九
節
第
一
項
﹈

　
　

 Laat van eenige hoogte een Loodlyn afhangen, hoe 
hooger hoe beeter.

（
垂
線
を
あ
る
程
度
の
高
さ
か
ら
下

ろ
す
。
高
い
ほ
ど
良
い
。）

　
　
﹇
良
永
訳
﹈

　
　

垂
線
ヲ
最
高
所
ニ
設
ク
。 27

　
　
﹇
志
筑
訳
﹈

　
　

高
キ
処
ヨ
リ
直
線
ヲ
下
ス
。
愈
高
ケ
レ
ハ
愈
ヨ
シ
。 28

　

ド
ウ
エ
ス
の
原
文
は
、「
垂
線
を
あ
る
程
度
の
高
さ
か
ら
下

ろ
す
」
と
い
う
主
節
と
、比
較
級
を
用
い
て
「
高
い
ほ
ど
良
い
」

と
い
う
内
容
を
意
味
す
る
副
詞
句
か
ら
成
る
。
と
こ
ろ
が
良
永

訳
は
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
曖
昧
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
誤

訳
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
。ま
た
、「
垂
線
ヲ
最
高
所
ニ
設
ク
」

と
い
う
訳
文
自
体
、
い
ま
ひ
と
つ
意
味
の
通
ら
な
い
日
本
語
で

あ
る
。

　
　
﹇
ド
ウ
エ
ス
蘭
書
・
第
九
節
第
二
項
﹈

　
　

 Plaast het O
ctant op een afstand van 20 à 30 Voeten 

van de Loodlyn, in een Loodregte stand.

（
オ
ク
タ
ン

ト
を
垂
線
か
ら
二
十
か
ら
三
十
フ
ィ
ー
ト
離
し
て
、
垂
直

の
位
置
に
置
く
）

　
　
﹇
良
永
訳
﹈

　
　

 

垂
線
ヲ
距
ル﹇
ン
﹈事
二
十
尺
及
三
十
尺
ニ
シ
テ
、
其
中
間
ニ
コ

ノ
器
ヲ
竪
ニ
居
エ
、
眼
ヲ
丁
ニ
当
テ
、
前
ニ
在
ル
垂
線
ヲ

乙
鏡
ヲ
以
テ
視
ル
ニ
、
前
後
ノ
垂
線
一
直
線
ナ
ル
ヤ
ウ
ニ

ス
ヘ
シ
。

　
　
﹇
志
筑
訳
﹈

　
　

 

器
ヲ
持
テ
直
線
ヲ
去
ル
コ
ト
二
丈
モ
シ
ク
ハ
三
丈
ノ
処
ニ

イ
タ
リ
テ
、
コ
レ
ヲ
正
立
セ
シ
ム
。

　

オ
ク
タ
ン
ト
の
位
置
と
垂
直
に
設
置
す
る
こ
と
を
説
い
た
短

い
原
文
に
対
し
、
良
永
は
全
く
尺
が
合
っ
て
い
な
い
訳
文
を
示

し
て
い
る
。
こ
こ
で
最
も
深
刻
な
問
題
は
、
訳
の
誤
り
と
い
う

よ
り
、
原
文
に
は
無
い
「
其
中
間
ニ
」
お
よ
び
「
眼
ヲ
丁
ニ
当

テ
、
前
ニ
在
ル
垂
線
ヲ
乙
鏡
ヲ
以
テ
視
ル
ニ
、
前
後
ノ
垂
線
一

直
線
ナ
ル
ヤ
ウ
ニ
ス
ヘ
シ
」
と
い
う
文
を
挿
入
し
て
い
る
行
為

で
あ
る
。
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図
三　

本
木
良
永
「
象
限
儀
用
法
」
本
文
冒
頭
（
津
市
図
書
館
稲
垣
文

庫
蔵
）。

図
四
―
一　

志
筑
忠
雄
「
オ
ク
タ
ン
ト
之
記
」
本
文
冒
頭
（
福
岡
市
博

物
館
蔵
）。
良
永
訳
出
本
と
は
異
な
り
、
節
と
項
の
順
序
を
示
す
数
字

を
見
出
し
状
に
し
、
さ
ら
に
章
に
つ
い
て
は
四
角
（
□
）
で
囲
む
一
方
、

項
は
数
字
の
み
を
記
し
て
高
さ
を
下
げ
て
区
別
す
る
な
ど
見
や
す
く
仕

上
げ
て
い
る
。
な
お
、
右
葉
の
「
告
」
と
は
、
ド
ウ
エ
ス
蘭
書
に
序
の

よ
う
に
付
さ
れ
た B

erig
ht

（
知
ら
せ
）
部
分
の
訳
で
あ
る
。
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こ
こ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
原
文
に
対
す
る
志
筑
の
訳
出
姿
勢

と
比
較
す
る
と
、
脱
落
や
誤
訳
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
良
永
の

そ
れ
は
、
原
文
を
自
身
の
解
釈
で
表
現
し
な
お
す
態
度
と
言
え

る
。
誤
訳
で
あ
れ
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
故
意
に
原
文
の
意
味
を
変

更
し
た
り
、
文
を
脱
落
さ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
言
葉
や
文
章
を

勝
手
に
挿
入
し
た
り
す
る
よ
う
な
訳
出
は
、
少
な
く
と
も
現
代

の
意
味
に
お
け
る
「
翻
訳
」
と
同
じ
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
我
々
は
そ
の
良
永
の
姿
勢
に
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
対
す
る
不

理
解
や
読
解
力
の
不
足
の
み
な
ら
ず
、
そ
も
そ
も
近
世
に
お
け

る
訳
業
が
、
今
日
の
「
翻
訳
」
と
は
全
く
異
な
る
営
為
で
あ
っ

た
こ
と
を
見
出
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

三
、「
和
解
」
か
ら
「
翻
訳
」
へ

　
「
蘭
学
者
」
と
し
て
人
口
に
膾
炙
す
る
杉
田
玄
白
（
一
七
三
三

〜
一
八
一
七
）
は
、版
本
『
解
体
新
書
』（
一
七
七
四
）
の
「
凡

例
」
に
お
い
て
、
自
身
の
訳
述
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

　
　

 

訳
有
三
等
。
一
曰
翻
訳
。
二
曰
義
訳
、
三
曰
直
訳
。
如
和

蘭
呼
曰
価
題
験
者
即
骨
也
。
則
訳
曰
骨
。
翻
訳
是
也
。
又

如
呼
曰
加
蝋
仮
偭
者
。
謂
骨
而
軟
者
也
。
加
蝋
仮
者
。
謂

図
四
―
二　

志
筑
忠
雄
「
オ
ク
タ
ン
ト
之
記
」
二
節
三
項
か
ら
の
続
き

（
福
岡
市
博
物
館
蔵
）。
ド
ウ
エ
ス
原
文
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
志
筑
に

よ
る
加
筆
部
分
に
つ
い
て
は
「
忠
雄
曰
」
と
述
べ
た
上
で
高
さ
を
下
げ

て
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
角
印
（
△
）
は
原
文
が
改
段
落
し
て
い
る

こ
と
を
表
し
て
い
る
。
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如
鼠
囓
噐
音
然
也
。
蓋
取
義
於
脆
軟
。
偭
者
価
題
験
之
略

語
也
。
則
訳
曰
軟
骨
。
義
訳
是
也
。
又
如
呼
機
里
爾
曰
者
。

無
語
可
当
。
無
義
可
解
。
則
訳
曰
機
里
爾
直
訳
是
也
。
余

之
訳
例
皆
如
是
也
。
読
者
思
諸

　
　

 （
訳
に
三
等
あ
り
。
一
に
曰
く
翻
訳
、
二
に
曰
く
義
訳
、

三
に
曰
く
直
訳
。
和
蘭
呼
び
て
価ベ

ン

題デ

験レ
ン

﹇beendelen

﹈

と
曰
ふ
者
は
、
即
ち
骨
な
り
、
則
ち
訳
し
て
骨
と
曰
ふ
が

如
き
は
、
翻
訳
こ
れ
な
り
。
ま
た
、
呼
び
て
加カ

ラ
カ
ベ
ン

蝋
仮
偭

﹇kraakbeen

﹈
と
曰
ふ
者
、
骨
に
し
て
軟
か
な
る
者
を
謂

ふ
な
り
、
加カ

ラ

カ
蝋
仮
な
る
者
は
鼠
の
器
を
囓
む
音
の
如
く
然

る
を
謂
ふ
な
り
、
蓋
し
義
を
脆
軟
に
取
る
、
偭ベ

ン

な
る
者
は

価ベ
ン

題デ

験レ
ン

の
略
語
な
り
、
則
ち
訳
し
て
軟
骨
と
曰
ふ
が
如
き

は
、
義
訳
こ
れ
な
り
。
ま
た
、
呼
び
て
機キ

リ
イ
ル

里
爾
﹇klier

﹈

と
曰
ふ
者
、
語
の
当
つ
べ
き
な
く
、
義
の
解
す
べ
き
な
き

は
、
則
ち
訳
し
て
機キ

リ
イ
ル

里
爾
と
曰
ふ
が
如
き
は
、
直
訳
こ
れ

な
り
。
余
の
訳
例
は
皆
か
く
の
如
き
な
り
。
読
む
者
こ
れ

を
思
へ 29

）

　

玄
白
は
訳
を
、
①
「
翻
訳
」、
②
「
義
訳
」、
③
「
直
訳
」
の

三
種
に
分
け
、
①
は
現
在
で
言
う
直
訳
、
②
は
借
用
語
と
し
て

の
処
理
あ
る
い
は
意
訳
を
指
し
、
③
は
置
き
換
え
る
言
葉
が
無

い
際
に
、
音
の
み
を
記
述
す
る
外
来
語
と
し
て
の
対
処
を
意
味

す
る
。

　

か
よ
う
に
玄
白
は
訳
の
在
り
方
を
意
識
し
て
い
た
が
、
あ
く

ま
で
こ
れ
は
「
語
」
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
対
処
で
あ
り
、
意
識
で

あ
っ
た
。『
解
体
新
書
』
に
お
け
る
最
大
の
問
題
点
は
、
蘭
書

原
典
に
付
さ
れ
た
ク
ル
ム
ス
（Johann A

dam
 K

ulm
us, 1689-

1745

）
の
注
釈
が
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
原
文
に
は
無
い
記

述
を
追
加
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
様
々
な
書
物
か
ら
図
を
集

め
た
り
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る 30

。
さ
ら
に
言
え
ば
、
本

文
は
い
わ
ゆ
る
欧
文
訓
読
、
す
な
わ
ち
漢
文
体
で
表
記
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
文
体
に
置
き
換
え
る
こ
と
を
「
和
訳
」
と
呼
ん

で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

文
体
で
言
え
ば
、
大
槻
玄
沢
（
一
七
五
七
〜
一
八
二
七
）
に

よ
る
蘭
学
入
門
書
『
蘭
学
階
梯
』（
一
七
八
八
）
の
文
例
を
眺

め
る
と
、Ik w

ensch u goeden dag m
yn heer. 31

と
い
う
オ
ラ

ン
ダ
語
文
の
一
つ
一
つ
の
語
に
、「
我　

望　

你　

吉　

日　

君　

吾
」
と
訳
語
を
提
示
し
て
い
る
が
、
二
人
称 u 

に
当
て
た

「
你
」は
白
話
で
あ
り
、も
は
や
漢
語
で
も
な
い
。
こ
う
な
る
と
、

ま
す
ま
す
「
日
本
語
訳
」
や
「
和
訳
」
と
呼
ぶ
の
は
難
し
い
。

　
「
語
」
で
は
な
く
、「
文
章
」
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
翻
訳
行
為
を
表

す
近
世
初
中
期
の
語
彙
に
「
口

く
ち
や
わ
ら
げ
和
」
と
「
和わ

げ解
」
が
あ
る
。「
口
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和
」
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
（
以
下
『
日
国
』）
に

は
、
用
例
無
し
に
「
外
国
語
を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
を
古

く
い
っ
た
語
。と
く
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
通
訳
す
る
こ
と
。和
解
。」

と
説
か
れ
る
が
、「
口
和
」
を
標
題
に
冠
し
た
作
品
の
内
容
を

確
認
す
る
限
り
、
原
文
に
対
し
て
忠
実
に
日
本
語
に
置
き
換
え

た
仕
事
で
は
な
く
、右
の
『
日
国
』
の
説
明
は
適
切
で
は
な
い
。

　

一
例
と
し
て
、
カ
ス
パ
ル
流
外
科
を
伝
え
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
唐
津
土
井
藩
の
医
師
河
口
良
庵
（
一
六
二
九
〜
一
六
八
七
）

の
医
書
「
諸
薬
口
和
」
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
良
庵
が
カ
ス
パ
ル
・

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
（C

aspar Scham
berger, 1623-1706

）
の

直
接
の
指
導
を
受
け
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、

写
本
「
諸
薬
口
和
」
は
出
島
商
館
か
ら
の
情
報
を
熱
心
に
収
集

し
た
り
、勉
強
し
た
り
し
た
成
果
の
一
つ
で
あ
っ
た 32

。
良
庵
は
、

一
つ
の
本
や
原
文
に
対
し
て
こ
れ
を
忠
実
に
日
本
語
に
置
き
換

え
た
「
翻
訳
」
で
は
な
く
、
伝
聞
や
様
々
な
文
献
の
抜
き
書
き

な
ど
の
諸
情
報
を
交
え
、
自
身
で
消
化
、
解
釈
し
た
内
容
を
説

明
し
た
書
物
を
編
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
『
日
葡
辞
書
』
を
引
く
と
、「
口
」
は
「
言
葉
」

を 33

、「
和
や
わ
ら
げ」
は
「
解
釈
」
や
「
説
明
」
を
指
す 34

。
要
す
る
に
「
口

和
」
と
は
、あ
く
ま
で
「（
外
国
語
な
ど
の
）
難
解
な
も
の
を
（
日

本
人
）
読
者
に
解
釈
し
て
説
明
す
る
行
為
」
で
あ
り
、
現
代
の

（15）

意
味
で
の
「
翻
訳
」
を
意
味
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は「
和
解
」が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
。
再
び『
日

国
』を
繙
け
ば
、天
華
蔵
主
人『
通
俗
酔
菩
提
全
伝
』（
一
七
五
九
）

な
ど
を
用
例
に
、「
他
の
国
の
言
語
を
日
本
語
で
解
釈
す
る
こ

と
。
ま
た
、
む
ず
か
し
い
文
章
や
文
字
を
わ
か
り
や
す
く
解
き

明
か
す
こ
と
。
ま
た
、そ
の
解
釈
。」と
あ
る
。
留
意
す
べ
き
は
、

『
日
国
』
で
は
「
和
解
」
を
「
解
釈
」
や
「
解
き
明
か
す
こ
と
」

と
し
、「
翻
訳
」
と
は
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

近
世
初
中
期
に
お
い
て
「
和
解
」
を
標
題
に
冠
し
た
書
籍
を

探
索
す
る
と
、
多
く
は
仏
書
や
医
書
に
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
例
え
ば
、
版
本
『
往
生
要
集
和
解
』（
一
七
一
五
）
は
、

諸
書
の
引
用
を
交
え
て
源
信
「
往
生
要
集
」（
九
八
五
）
を
読

み
解
い
て
説
明
し
た
一
書
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は『
本
草
和
解
』

（
一
六
九
八
）
は
、
そ
の
序
で
、
曲
直
瀬
道
三
（
一
五
〇
七
〜

一
五
九
四
）
が
成
し
た
『
霊
宝
薬
性
能
毒
』
の
誤
謬
を
正
し
、

そ
の
不
足
を
補
う
こ
と
を
掲
げ
た
本
草
書
で
あ
る
が
、
中
国
本

草
書
の
純
然
た
る
翻
訳
で
は
な
い
。
本
草
の
い
ろ
は
分
類
を
行

っ
た
り
、
適
宜
図
解
を
交
え
た
り
す
る
な
ど
、
そ
れ
以
前
よ
り

簡
明
に
本
草
の
知
識
を
整
理
し
て
読
者
に
提
示
す
る
た
め
に
編

ま
れ
た
書
物
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
本
草
学
者
野
呂
元
丈
（
一
六
九
四
〜
一
七
六
一
）
が
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編
纂
し
た「
阿
蘭
陀
本
草
和
解
」（
一
七
四
二
〜
一
七
五
〇
）は
、

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
（
一
六
八
四
〜
一
七
五
一
）
の
命
を
受
け

て
ド
ド
ネ
ウ
ス
（R

em
bertus D

odonaeus, 1517-1585

）『
草

木
誌
』
蘭
語
版 35

を
和
訳
し
た
も
の
で
、蘭
書
訳
出
書
に
「
和
解
」

が
冠
さ
れ
た
最
も
早
い
例
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は『
草
木
誌
』

の
項
目
や
記
述
の
抜
粋
で
あ
り
、
植
物
の
性
質
に
つ
い
て
の
説

明
は
所
々
で
中
医
学
書
の
概
念
や
書
式
に
基
づ
い
て
記
さ
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
は
八
回
に
わ
た
っ
て
江
戸
参
府
の
オ
ラ
ン
ダ
人

医
師
に
質
問
し
て
得
た
内
容
を
含
む
な
ど
、純
然
た
る
「
翻
訳
」

か
ら
は
程
遠
い
内
容
で
あ
っ
た
。

　
「
口
和
」
と
同
じ
く
、
二
種
の
漢
字
か
ら
成
る
「
和
解
」
を

一
文
字
ず
つ
検
討
す
る
と
、「
和
」
が
「
日
本
」、「
説
明
・
解
釈
」

の
い
ず
れ
を
意
味
す
る
か
は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、「
解げ

」

は「
和

や
わ
ら
げ」と
同
じ
く
、「
説
明
す
る
こ
と
。
解
釈
す
る
こ
と
」（『
日

国
』。
用
例
は「
法
華
義
疏
」〔
七
世
紀
前
半
〕な
ど
）を
意
味
し
、

や
は
り
先
述
し
た
『
日
国
』
の
「
和
解
」
の
説
明
と
一
致
す
る
。

　

こ
こ
に
お
い
て
、「
和
解
」
の
本
質
も
「
翻
訳
」
で
は
な
く
、

訳
者
が
提
供
対
象
と
（
し
て
想
定
）
す
る
日
本
人
読
者
に
対
し
、

「
難
解
な
も
の
を
説
明
す
る
行
為
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
よ

っ
て
、
そ
こ
に
原
文
の
尊
重
と
い
う
概
念
は
存
在
せ
ず
、
含
ま

れ
る
内
容
の
み
が
重
要
な
の
で
あ
り
、
必
要
で
あ
れ
ば
著
者
の

解
釈
を
交
え
た
り
、
伝
聞
情
報
や
諸
書
の
抜
き
書
き
を
挿
入
し

た
り
し
て
読
者
へ
の
「
説
明
」
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
「
口
和
」

で
あ
り
、「
和
解
」
で
あ
っ
た 36

。

　

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
、
杉
田
玄
白
を
は
じ
め
と
す
る

蘭
学
者
の
訳
業
の
本
質
が
了
知
で
き
る
と
と
も
に
、
ド
ウ
エ
ス

蘭
書
の
訳
出
に
お
い
て
、「
和
解
」
に
取
り
組
ん
だ
本
木
良
永

に
対
し
、「
和
解
」
を
脱
し
て
現
代
の
意
味
で
の
「
翻
訳
」
に

臨
ん
だ
志
筑
忠
雄
の
仕
事
が
理
解
で
き
よ
う 37

。

　

た
だ
し
、志
筑
作
品
の
中
で「
鎖
国
論
」（
一
八
〇
一
）だ
け
は
、

例
外
的
に
原
文
の
色
合
い
を
変
容
さ
せ
て
訳
を
成
し
て
い
る 38

。

志
筑
忠
雄
の
仕
事
の
位
置
づ
け
を
定
め
る
た
め
、
最
後
に
こ
の

点
を
考
察
し
て
お
く
。

　

例
え
ば
、
志
筑
は
「
鎖
国
論
」
本
文
に
小
文
加
筆
や
付
注
を

行
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
中
華
思
想
に
基
づ
く
用
語
や
排
外

的
な
内
容
を
含
ん
だ
言
葉
が
少
な
く
な
い
。
鳥
井
裕
美
子
は
、

そ
の
背
景
に
志
筑
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
文
脈
で
の
日
本
中
心
的
思

考
が
存
在
す
る
可
能
性
を
見
て
い
る
が 39

、「
鎖
国
論
」
成
立
か

ら
五
年
後
、
清
朝
中
国
と
ロ
シ
ア
が
近
代
国
際
法
に
基
づ
い
て

国
境
を
画
定
し
た
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
締
結
の
経
緯
を
訳
出
し

た
「
二
国
会
盟
録
」 40（
一
八
〇
六
）
で
は
か
よ
う
な
変
更
は
行

っ
て
お
ら
ず
、
鳥
井
説
が
早
計
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

（16）
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西
洋
人
の
植
民
地
活
動
に
対
す
る
反
発
心
や
嫌
悪
感
を
有
し

て
い
た
こ
と
は
偖
置
き
、
志
筑
の
そ
の
他
の
心
境
を
推
し
量
る

上
で
手
掛
か
り
に
な
る
の
は
、
平
戸
藩
松
浦
静
山
（
一
七
六
〇

〜
一
八
四
一
）
と
の
関
係
で
あ
る
。「
鎖
国
論
」
の
底
本
は
、

静
山
蔵
の
ケ
ン
ペ
ル
（Engelbert K

aem
pfer, 1651-1716

）『
日

本
誌
』
蘭
語
一
七
三
三
年
再
版 41

と
目
さ
れ 42

、
完
成
し
た
「
鎖

国
論
」
は
当
然
静
山
の
手
に
渡
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
先

に
静
山
の
命
で
様
々
な
蘭
書
訳
出
に
従
事
し
て
い
た
の
は
本
木

良
永
で
あ
っ
た
が 43

、
い
つ
し
か
志
筑
忠
雄
も
訳
者
の
一
員
に

加
わ
っ
た 44

。
志
筑
は
、
若
く
し
て
阿
蘭
陀
稽
古
通
詞
を
辞
職

し
て
野
に
あ
り
、
仕
官
へ
の
願
望
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ

る 45

。
か
か
る
事
情
を
勘
案
す
る
と
、
志
筑
が
自
身
の
翻
訳
へ

の
こ
だ
わ
り
を
殺
し
、
原
文
の
文
脈
を
損
な
う
形
で
中
華
思
想

に
基
づ
く
用
語
や
排
外
的
な
言
葉
を
使
用
し
た
背
景
に
は
、
平

戸
藩
へ
の
登
用
の
願
望
か
ら
、
な
い
し
は
静
山
を
通
じ
て
幕
府

や
藩
主
な
ど
の
有
力
者
に
「
鎖
国
論
」
が
読
ま
れ
、
そ
こ
か
ら

仕
官
の
声
が
か
か
る
こ
と
を
意
識
し
て
成
稿
し
た
事
情
が
想
像

さ
れ
る
の
で
あ
る 46

。

　

お
わ
り
に 

　

以
上
、
ド
ウ
エ
ス
蘭
書
『
オ
ク
タ
ン
ト
と
そ
の
用
法
の
説
明

書
』に
対
す
る
本
木
良
永
と
志
筑
忠
雄
の
訳
出
本
を
題
材
と
し
、

両
者
に
お
け
る
翻
訳
の
精
度
や
姿
勢
の
差
異
を
浮
き
彫
り
に
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し

た
。

　

良
永
の
訳
は
誤
り
が
多
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
と
ど

ま
ら
ず
、
自
身
の
解
釈
で
原
文
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
変
更
し

た
り
、
省
略
し
た
り
、
あ
る
い
は
原
文
に
は
無
い
記
述
を
追
加

し
た
り
と
、
そ
の
仕
事
は
あ
く
ま
で
日
本
人
読
者
に
向
け
て
の

説
明
行
為
と
し
て
の
「
和
解
」
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
志
筑
忠
雄
は
原
文
を
尊
重
し
た
忠
実
な
姿
勢
で
、
そ

の
尺
と
意
味
を
正
確
に
日
本
語
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
心
を
砕

い
た
。
自
身
の
説
明
を
挿
入
す
る
際
は
、
そ
の
部
分
を
割
注
や

頭
注
に
す
る
か
、
長
い
場
合
は
字
下
げ
の
書
式
で
「
忠
雄
曰
」

と
示
し
て
明
確
に
区
別
し
、原
文
を
損
な
わ
な
い
よ
う
努
め
た
。

ま
た
、
管
見
の
限
り
、
四
〇
点
以
上
に
及
ぶ
著
書
に
お
い
て
、

自
身
の
翻
訳
行
為
を
「
和
解
」
と
呼
ば
ず
、「
訳
」
を
用
い
て

表
現
し
た
態
度
に
も
、「
和
解
」
を
脱
し
た
「
翻
訳
」
へ
の
自

覚
が
窺
え
よ
う
。

　

志
筑
が
良
永
訳
に
言
及
し
な
か
っ
た
の
は
、
平
戸
藩
と
の
関

係
か
ら
良
永
に
対
抗
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
の

か
、
訳
者
と
し
て
相
手
に
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も

（17）
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訳
書
を
本
当
に
知
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
判
然
と
し

な
い
。
し
か
し
、
こ
の
事
実
か
ら
両
者
は
師
弟
と
呼
べ
る
よ
う

な
関
係
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
だ
ろ
う 47

。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
志
筑
の
訳
業
は
非
常
に
精
度
が
高
く
、
何

よ
り
現
代
の
意
味
に
お
け
る
「
翻
訳
」
と
同
じ
意
識
で
臨
ん
だ

営
為
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
志
筑
忠
雄
は
日
本
史
上
初

め
て
外
国
語
（
欧
語
）
を
「
翻
訳
」
し
た
人
物
と
言
え
る
。

　

志
筑
は
革
命
的
な
蘭
文
法
書
お
よ
び
蘭
文
和
訳
論
を
書
き
上

げ
た
こ
と
は
周
知
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う

に
、「
翻
訳
」
に
臨
む
意
識
や
姿
勢
の
在
り
方
も
ま
た
同
時
代

を
遙
か
に
凌
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
没
後
、
門
人
た
ち
の
活
躍
を

通
じ
て
志
筑
蘭
語
学
は
徐
々
に
普
及
し
、
日
本
人
学
者
の
オ
ラ

ン
ダ
語
力
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
た 48

、
そ
の
一
方
で
、
蘭
書

を
主
と
し
た
洋
書
翻
訳
機
関
と
し
て
幕
府
天
文
方
内
に
設
置
さ

れ
た
「
蕃
所
和
解
御
用
」（
一
八
一
一
）
の
名
称
や
、
オ
ラ
ン

ダ
国
王
ウ
ィ
レ
ム
二
世
（W

illem
 II, 1792-1849

）
が
発
出
し

た
い
わ
ゆ
る
「
開
国
親
書
」（
一
八
四
四
）
の
和
訳
の
標
題
な

ど
、
少
な
く
と
も
幕
府
当
局
の
オ
ラ
ン
ダ
語
翻
訳
業
務
に
係
る

機
関
名
や
書
名
に
は
、
依
然
と
し
て
「
和
解
」
が
用
い
ら
れ
続

け
た 49

。

　

明
治
に
至
っ
て
も
「
和
解
」
と
い
う
日
本
語
の
含
意
す
る
と

こ
ろ
は
、
旧
来
の
「
解
釈
」
や
「
説
明
」
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

加
え
て
、
そ
も
そ
も
オ
ラ
ン
ダ
語
の
通
訳
・
翻
訳
を
行
い
う
る

人
間
が
稀
少
で
あ
っ
た
こ
と
、
文
化
的
差
異
に
よ
り
蘭
語
か
ら

日
本
語
へ
の
正
確
な
置
き
換
え
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
、
特
に

通
詞
が
し
ば
し
ば
高
度 

に
政
治
的
な
判
断
を
有
す
る
局
面
に
立

た
さ
れ
て
い
た
こ
と 50

な
ど
各
種
の
背
景
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
語

に
対
す
る
訳
業
の
本
質
は
、
志
筑
以
降
も
原
文
を
忠
実
に
日
本

語
に
置
き
換
え
た
純
然
た
る
「
翻
訳
」
の
作
成
で
は
な
く
、
訳

者
が
提
供
対
象
と
（
し
て
想
定
）
す
る
、
幕
府
当
局
を
は
じ
め

と
し
た
日
本
人
に
対
す
る
「
訳
者
の
解
釈
に
基
づ
く
説
明
」
で

あ
り
続
け
た
よ
う
で
あ
る
。

（18）

注

 

1　

C
ornelis D

ouw
es: Beschryvinge van het octant en deszelfs 

gebruik. A
m

sterdam
, Joannes van K

eulen, 1749, 1766. 
A

m
sterdam

, G
. H

ulst van K
eulen, 1789. 

な
お
、
印
刷
資
料
は

二
重
括
弧
で
、
写
本
な
ど
手
写
資
料
は
鍵
括
弧
で
示
し
た
。
以
下

同
。 

 
2　

良
永
は
「
本
書
／
和
蘭
暦
数
一
七
四
九
年
／
コ
ル
ネ
ー
ル
ス
ド
ウ

エ
ス
著
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
初
版
を
底
本
と
し
た
。
後
述
す
る
よ

う
に
、
志
筑
忠
雄
が
用
い
た
版
は
、
注
１
に
示
し
た
三
つ
の
版

で
は
な
い
。
た
だ
し
、
志
筑
の
訳
文
は
、
ド
ウ
エ
ス
蘭
書
初
版
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（
一
七
六
六
年
版
も
同
文
）
の
文
章
の
尺
と
意
を
正
確
に
反
映
し

た
訳
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、本
稿
で
は
初
版
を
底
本
と
し
た
。 

 
3　

C
ornelis D

ouw
es: Verhandeling, om

 buiten den m
iddag op zee 

de w
aare m

iddags-breedte te vinden. 1754. 
 

4　

ド
ウ
エ
ス
の
略
歴
は
、Ernst C

rone: Cornelis D
ouwes, 1712-

1773 : zijn leven en zijn werk, m
et inleidende hoofdstukken over 

navigatie en zeevaart-onderwijs in de 17de en 18de eeuw. H
. D

. 
Tjeenk W

illink &
 Zoon, 1941. 

中
村
士
「
天
文
方
の
光
学
研
究
」

（『
天
文
月
報
』
第
九
八
巻
第
五
号
、
二
〇
〇
五
年
）、
三
二
二
〜

三
二
三
頁
を
参
照
。 

 

5　

前
掲
中
村
士
「
天
文
方
の
光
学
研
究
」、
三
一
九
頁
。
な
お
、
中

村
論
文
は
オ
ク
タ
ン
ト
の
受
容
史
を
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

写
本
校
合
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
翻
訳
行
為
と
い
う
視
座

か
ら
、
本
木
良
永
「
象
限
儀
用
法
」
お
よ
び
志
筑
忠
雄
「
オ
ク
タ

ン
ト
之
記
」
の
位
置
づ
け
を
追
究
し
た
研
究
で
は
な
い
。 

 

6　

前
掲
中
村
士
「
天
文
方
の
光
学
研
究
」、
三
一
九
頁
。. 

 

7　
「
帰
山
録
」
上
（
梅
園
会
編
『
梅
園
全
集
』
上
巻
、
名
著
刊
行
会
、

一
九
七
〇
年
）、
一
〇
六
六
頁
。
底
本
の
表
記
は
現
在
通
用
す
る

字
体
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。  

 

8　

同
館
に
は
も
う
一
本
の
「
象
限
儀
用
法
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が

未
見
。
よ
っ
て
、
閲
覧
し
た
一
本
を
大
阪
公
大
Ａ
本
、
未
見
の
一

本
を
Ｂ
本
と
し
た
。 

 

9　

請
求
記
号
、
七
五
六
二
。 

 

10　

請
求
記
号
、
七
五
六
三
（
一
）。 
 

11　

請
求
記
号
、
六
四
一
三
。 

 

12　

請
求
記
号
、
六
四
九
五
。 

 

13　

以
下
、「
象
限
儀
用
法
」
引
用
の
際
の
底
本
と
校
訂
方
針
も
同
。 

 

14　

こ
の
見
出
し
は
稲
垣
本
に
は
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
大
阪
公
大

Ａ
本
に
は
確
認
で
き
な
い
。 
 

15　

請
求
記
号
、
羽
一
一
二
―
一
。
以
下
、
羽
間
Ａ
本
。 

 

16　

請
求
記
号
、
羽
一
一
二
―
二
五
。
以
下
、
羽
間
Ｂ
本
。 

 

17　

請
求
記
号
、
六
四
一
一
。 

 

18　

請
求
記
号
、
六
四
一
二
。 

 

19　

請
求
記
号
、
七
五
六
三
（
二
）。 

 

20　

G
errit D

irk B
om

: Bijdragen tot eene geschiedenis van het 
geslacht “Van Keulen” als boekhandelaars, uitgevers, kaart- en 
instrum

entm
akers in Nederland. A

m
sterdam

, H
. G

. B
om

, 1885.

（K
oninklijke B

ibliotheek 

蔵
）
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た Van K

eu-
len 

家
の
系
譜
を
参
照
。 

 

21　

羽
間
Ａ
本
の
み
、
年
紀
・
署
名
が
「
午
仲
夏　

忠
雄
書
」。 

 

22　

安
部
龍
平
跋
文
は
「
右
志
筑
忠
雄
所
訳
也
。
忠
雄
、
字
季
飛
、
号

柳
圃
、
称
忠
次
郎
。
前
紅
毛
舌
人
、
後
更
中
野
氏
。
龍
識
。」
と

の
み
あ
る
。 

 

23　

以
下
、「
オ
ク
タ
ン
ト
之
記
」引
用
の
際
の
底
本
と
校
訂
方
針
も
同
。 

 

24　

正
確
に
は
良
永
訳
・
元
綱
校
訂
で
あ
る
が
、
便
宜
上
良
永
訳
と
し

た
。
以
下
同
。 

 

25　

平
岡
隆
二
「「
測
量
秘
言
」
の
写
本
に
つ
い
て
」（『
長
崎
歴
史
文

化
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
六
号
、
二
〇
一
二
年
）、
注
二
一
。 

 
26　

稲
垣
本
で
は
「
オ
ク
タ
ン
ト
」
の
前
後
に
丸
印
の
読
点
が
付
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
反
映
さ
せ
な
か
っ
た
。 

 
27　

大
阪
公
大
Ａ
本
で
は
語
義
が
「
設
ケ
」
と
連
用
形
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
反
映
さ
せ
な
か
っ
た
。 

（19）



75
大島明秀：「和

わ げ

解」から「翻訳」へ
―Beschryvinge van het octant en deszelfs gebruik の訳出に見る本木良永と志筑忠雄―（20）

 

28　

福
岡
市
博
本
で
は
一
つ
目
の
「
愈
」
に
「
イ
ヨ
イ
ヨ
」
と
読
み
が

付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
反
映
さ
せ
な
か
っ
た
。 

 
29　
『
解
体
新
書
』「
凡
例
」（『
洋
学
』
下
、岩
波
書
店
、一
九
七
二
年
）、

三
二
二
頁
。
読
み
下
し
文
は
、本
書
二
一
七
〜
二
一
八
頁
を
参
照
。

原
文
、
読
み
下
し
文
と
も
に
、
新
字
に
改
め
た
ほ
か
表
記
・
訓
点
・

句
読
点
は
底
本
に
従
っ
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
対
す
る
当
て
字
以

外
の
ル
ビ
は
省
略
し
た
。 

 

30　

拙
著
『
蘭
学
の
九
州
』（
弦
書
房
、
二
〇
二
二
年
）、
一
八
頁
。 

 

31　

こ
の
例
文
は
、
前
野
良
沢
『
蘭
訳
筌
』（
一
七
八
五
年
八
月
）
か

ら
援
い
た
も
の
。
鳥
井
裕
美
子
『
前
野
良
沢　

生
涯
一
日
の
ご
と

く
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
）、
八
三
〜
八
四
頁
。 

 

32　

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル

と
カ
ス
パ
ル
流
外
科
（
上
）」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
四
二
巻

三
号
、
一
九
九
六
年
）、
四
六
〜
四
八
頁
。 

 

33　

Cuchi. […
] Lingoagem

 de qualque reyno.
（
口
。﹇…

﹈
何
れ
か

の
国
の
言
語
）。Vocabulário da Língua do Japão, Supplem

ento, 
1604, 342r. 

底
本
は
、
亀
井
孝
解
題
『
日
葡
辞
書
』（
勉
誠
社
、

一
九
七
三
年
影
印
版
）
を
使
用
。
な
お
、
和
訳
に
当
た
っ
て
は
、

土
井
忠
生
、
森
田
武
、
長
南
実
編
訳
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』（
岩
波
書

店
、
一
九
八
〇
年
）
を
参
照
し
た
。
以
下
同
。 

 

34　

Yauarague. Explicação, ou declaração.

（
和
ら
げ
。
解
釈
、
あ

る
い
は
説
明
）。Vocabulário da Língua do Japão, 1603, 318v. 

 

35　

元
丈
が
底
本
と
し
た
の
は
、
一
六
一
八
年
版
（R

em
bertus 

D
odonaeus: Cruydt-boeck. Leiden, Plantijnsche D

ruckerije van 
Françoys van R

avelingen, 1618.

）
と
目
さ
れ
る
。 

 

36　

同
様
に
、
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
が
上
梓
し
た
訳
書
も
「
翻
訳
」
と
呼

び
う
る
仕
事
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
和
訳
書
と
紹
介
さ
れ
る
『
天

草
版
伊
曾
保
物
語
』（
一
五
九
三
）
は
、
説
教
を
目
的
と
し
て
編

纂
さ
れ
た
も
の
で
、
原
典
を
忠
実
に
日
本
語
に
置
き
換
え
た
作
品

で
は
な
い
。
原
典
か
ら
の
改
変
に
つ
い
て
は
、
濱
田
幸
子
「『
伊

曾
保
物
語
』
成
立
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
イ
ソ
ポ
の
伝
記
を
中
心

に
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　

文
学
研
究
科
篇
』
第
三
九
号
、

二
〇
一
一
年
）
な
ど
参
照
。
な
お
、先
に
杉
田
玄
白
『
解
体
新
書
』

か
ら
援
い
た
よ
う
に
、
近
世
日
本
に
は
「
翻
訳
」
と
い
う
言
葉
も

認
め
ら
れ
る
が
、「
和
解
」
の
方
が
遥
か
に
一
般
的
で
あ
る
。
玄

白
が
示
し
た
よ
う
に
、「
翻
訳
」
と
い
う
言
葉
が
対
象
と
す
る
の

は
主
に
「
語
」
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
、
異
言
語
の
単
語
に
対
応
す
る
日

本
語
を
提
示
す
る
こ
と
を
言
う
。時
折「
文
章
」の
レ
ヴ
ェ
ル
で「
翻

訳
」
が
用
い
ら
れ
る
用
例
も
確
認
で
き
る
も
の
の
、『
日
葡
辞
書
』

に Fonyacu. Explicar algũa cousa por outra lingua, outraduzir 
em

 outra lingua.

（
物
事
を
他
国
語
で
説
明
す
る
こ
と
。
ま
た
は
、

他
国
語
に
移
し
か
え
る
こ
と
）
と
あ
る
よ
う
に
、
や
は
り
現
代

の
意
味
で
の
「
翻
訳
」
と
は
異
な
り
、「
口
和
」
や
「
和
解
」
と

同
じ
く
説
明
行
為
で
あ
っ
た
。Vocabulário da Língua do Japão, 

1603, 102r. 
 

37　

良
永
の
訳
書
に
は「
和
蘭
永
続
暦
和
解
」「
和
蘭
海
鏡
書
和
解
」、「
万

国
地
図
書
和
解
」、「
日
月
圭
和
解
」
な
ど
書
名
に
「
和
解
」
を
冠

し
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。
一
方
、
こ
れ
ま
で
に
志
筑
忠
雄
の
訳

書
名
に
「
和
解
」
は
冠
し
た
も
の
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
書
名

に
も
両
者
の
意
識
の
差
が
見
え
る
。 

 
38　
「
鎖
国
論
」
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『「
鎖
国
」
と
い
う
言
説
―
ケ
ン

ペ
ル
著
・
志
筑
忠
雄
訳
『
鎖
国
論
』
の
受
容
史
―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
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書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。 

 

39　

鳥
井
裕
美
子
「
ケ
ン
ペ
ル
か
ら
志
筑
へ
―
日
本
賛
美
論
か
ら
排
外

的
『
鎖
国
論
』
へ
の
変
容
―
」（『
季
刊　

日
本
思
想
史
』
第
四
七

号
、
一
九
九
六
年
）。 

 

40　

底
本
は
松
浦
静
山
旧
蔵
プ
レ
ヴ
ォ
『
旅
行
記
集
成
』（A

ntoine 
François Prévost d'Exiles: H

istorische beschrijving der reizen. 
A

m
sterdam

, de W
ed. S. Schouten en Zoon, J. H

aym
an, J. 

R
om

an, G
. de G

root, J. Loveringh, G
. Tielenburg, S. van 

Esveldt en G
. van H

uissteen, 1760.

）
そ
の
第
一
一
巻
第
八
章

に
つ
い
て
第
二
節
を
中
心
に
訳
し
た
。 

 

41　

Engelbert K
aem

pfer: D
e beschryving van Japan. A

m
sterdam

, 
Jan R

om
an de Jonge, 1733. 

静
山
旧
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
松

田
清
『
洋
学
の
書
誌
的
研
究
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
八
年
）、

四
八
六
〜
四
九
三
頁
参
照
。 

 

42　

前
掲
鳥
井
裕
美
子
「
ケ
ン
ペ
ル
か
ら
志
筑
へ
―
日
本
賛
美
論
か
ら

排
外
的
『
鎖
国
論
』
へ
の
変
容
―
」、
一
一
七
頁
。 

 

43　

例
え
ば
、「
太
陽
窮
理
了
解
説
」（
一
七
九
二
）
の
訳
出
は
静
山
の

命
に
よ
る
。 

 

44　

時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
静
山
は
志
筑
に
『
字
義
的
・
実
践
的
聖

書
釈
義
』（M

atthew
 H

enry: Letterlyke en prakticale verklaring 
over den geheelen Bybel of het oude en nieuwe Testam

ent. D
elft, 

R
einier B

oitet, 1741

）の
和
訳
を
命
じ
て
い
る
。
前
掲
松
田
清『
洋

学
の
書
誌
的
研
究
』）、
四
七
三
〜
四
七
七
頁
。 

 

45　

拙
稿
「
志
筑
忠
雄
の
所
用
印
と
も
う
一
つ
の
字
」（『
文
彩
』
第

一
六
号
、
二
〇
二
〇
年
）、
一
二
頁
。 

 

46　

岩
崎
奈
緒
子
は
、
幕
府
に
対
す
る
静
山
蔵
洋
書
の
貸
借
や
、
幕
閣

の
中
枢
に
あ
っ
た
若
年
寄
堀
田
正
敦
（
一
七
五
五
〜
一
八
三
二
）

と
静
山
と
の
私
的
な
繋
が
り
の
深
さ
と
い
っ
た
状
況
証
拠
か
ら
、

「
鎖
国
論
」
の
訳
出
を
、
ロ
シ
ア
の
通
商
要
求
を
受
け
る
必
要
が

無
い
こ
と
を
、
静
山
を
介
し
て
幕
府
に
提
言
す
る
こ
と
を
意
図
し

た
志
筑
忠
雄
の
政
治
的
行
動
と
推
測
す
る
が
、証
拠
は
な
い
。『
近

世
後
期
の
世
界
認
識
と
鎖
国
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
）、

二
二
二
〜
二
二
五
頁
。 

 

47　

古
賀
十
二
郎
は
「
本
木
氏
ノ
ス
ヽ
メ
ヨ
リ　

天
文
学
ノ
研
究
ニ
志

シ
ナ
リ
ト
。吉
雄
圭
斎
談
リ
シ
由
。　

大
槻
氏﹇
＝
大
槻
如
見
﹈談
。」

と
述
べ
て
い
る
。
古
賀
十
二
郎「
玉
園
雑
綴
」五
五（
手
稿
、鉛
筆
、

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
）、
一
一
頁
。
修
正
前
の
記
述
は
省
略

し
、
古
賀
の
朱
や
訂
正
な
ど
を
反
映
さ
せ
た
形
で
記
し
た
。
拙
稿

「
志
筑
忠
雄
の
所
用
印
と
も
う
一
つ
の
字
」（『
文
彩
』
第
一
六
号
、

二
〇
二
〇
年
）、
一
〇
頁
。 

 

48　

志
筑
蘭
語
学
の
革
命
性
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
蘭
文
和
訳
論
の
誕

生
―
志
筑
忠
雄
「
蘭
学
生
前
父
」
と
徂
徠
・
宣
長
学
―
」（『
雅
俗
』

第
一
八
号
、
二
〇
一
九
年
）
や
前
掲
拙
著
『
蘭
学
の
九
州
』
な
ど

参
照
。 

 

49　

訳
者
は
渋
川
六
蔵
（
一
八
一
五
〜
一
八
五
一
）。
写
本
に
よ
っ
て

標
題
は
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
に
様
々
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
和

解
」
を
含
ん
で
い
る
。「
和
蘭
告
密
和
蘭
国
王
書
簡
并
献
上
物
目

録
和
解
」（「
力
石
雑
記
」
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）、「
阿
蘭

国
王
呈
書
和
解
」（
大
阪
歴
史
博
物
館
羽
間
文
庫
蔵
）、「
阿
蘭
陀

国
王
書
簡
之
和
解
」（
武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
）
な
ど
。 

 
50　

例
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
国
王
が
幕
府
と
交
渉
す
る
に
は
「
長
崎
口
」

を
通
す
よ
り
ほ
か
な
く
、
そ
の
意
向
や
文
書
が
幕
府
に
届
く
ま
で
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に
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
、
阿
蘭
陀
通
詞
な
ら
び
に
長
崎
奉
行
の
情

報
操
作
を
経
て
い
た
。
松
方
冬
子
『
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
と
近
世
日

本
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）「
第
六
章　

一
八
四
四

年
オ
ラ
ン
ダ
国
王
ウ
ィ
レ
ム
二
世
の
「
開
国
勧
告
」
の
真
意
」

一
七
五
〜
二
〇
八
頁
参
照
。 

【
付
記
】
本
稿
の
構
想
の
一
部
は
、
拙
著
『
蘭
学
の
九
州
』
に
対
し
、

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
先
生
お
よ
び
平
岡
隆
二
先
生
か
ら

賜
っ
た
有
益
な
御
指
摘
や
問
題
提
起
に
基
づ
い
て
成
さ
れ
た
。
記

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
画
像
の
掲
載
許
可
を
下
さ
っ

た
関
係
諸
機
関
に
も
深
謝
し
ま
す
。


